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ヤツデのはなし 2022.03.17 

独特の存在感で、他の草木とは一線を画しているヤツデ。ウコギ科ヤツデ属の常緑低木で、

別名「テングノハウチワ（天狗の羽団扇）」、日本原産で関東地方南部以西に自生します。

「八手」の八は数が多いという意味で、葉が深い切れ込みで掌のように裂けている形が由

来、実際は 8 つの切れ込みで 9 枚に分かれているのが多いようです。日当たりの悪いとこ

ろでも良く育ち、古くは魔除けの意味もあったとのこと。葉は乾燥さると「八角金盤」と

呼ばれる生薬になるそうで、去痰などの薬として用いられます。また蛆用の殺虫剤として

用いられていたらしく、昔の鉄道駅の隅に植えられていたのは、汲み取り式のトイレの蛆

殺しに使われていたということです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


